
「かかわり」の大切さの確認－共に育つことの意味を－

学習発表会６年の思い 保健室や保健委員会の取り組み



成果と課題

チーム山口として 「やるぞチーム山口！とことん寄り添い，続けてすれば，子供も教師も絶対伸

びる！」というキャッチフレーズのもと，さまざまな事業を起案し，協力し合い，子
供の「よりよい成長」をめざして教育活動を行う中で，教職員自身の「個性的な
取り組み」が発揮された。
チームとしてまとまっていくと「多様性の発揮」となるのではないだろうか。多様性の発揮

「継続」と「集中」

「継続」する教育課題を年度当初に設定し，地道に続けていくことで，それは力と
なり自信へとつながっていくことが，学習発表会において証明することができた。
また，時期に応じて「集中」して事業に取り組むことで，教育活動にメリハリがつ
き，子供たちも短期的な目標に向かって努力し結果を受け止めることができるこ
とも各事業の中で見いだすことができた。これら「継続」「集中」のいずれの事業
も，やはり教職員集団の共通理解と同じ方向性へ進むチームとしての力であろ
う。先にも述べたが，「継続」「集中」した取り組みの中で，力を育み，それを発揮
し自信を得るのは子供たちだけではない。教職員も共に歩むこと(寄り添うこと)

で教育力を育み，達成感を感じ自己有用感を高めたり，所属意識を深めたりす
ることができた。

課題として，「継続」教育課題は長いスパンで地道な取り組みゆえ，定着するこ
とがなかなか定着することが難しい。また，「集中」教育課題は，年間ルーティー
ンに位置付くことも多く，ただその時期が来たので頑張るという意識に陥りやす
い。

教師集団も伸びる

ルーティーンへの
対応



成果と課題

「生活アンケート」をＨ２８とＨ２９で比較した。教職員においては明確な違いは見当たらない。

外で遊ぶ子供の数は格段に増えている。読書数と「読み・書き」の力に関しては，複数教員で指導
していることもあり，さらなる成果を求めている結果とも考えられる。



成果と課題

児童からのアンケートもＨ２８とＨ２９で比較した。
明確な違いは見当たらない。
去年と同様に，子供はしっかり発言できていると回答しているが，教師の評価は低い。



成果と課題

保護者からのアンケートもＨ２８とＨ２９で比較した。
明確な違いは見当たらない。

ほぼ，同じ形状である。他と比べて評価が低いのは，自分の考えを伝える力が身についている，
の点である。ここは教師と同じである。小規模校で他とのかかかわりが少ない本校の現状が如実
に投影している部分であり，課題として受け止めている。



私たちは，子供が毎日学校に登校し，その「よさ」を発揮して学ぶ者同士でよりよく育つことを何よりも願っている。その
ための努力は厭わない。しかし，学校現場を取り巻く環境は年々厳しいものとなりつつある。そのようなときにこそ，職場
での信頼関係は何よりも大切である。ある教職員はリフレッシュ休暇をとれたことに対して謝辞と本校職場に対して誇り
を感じると述べてくれている。リフレッシュ休暇は当然の権利ではある。しかし，このような思いをもって週録に記述してく
れる教員がいることに管理職として感謝したい。

おわりに 「感謝」の気持ちを常に抱いて


